
・参加費：大人5,000円 小学生3,500円

イベント主催： 松山離島振興協会 旅行企画・実施： 石崎汽船株式会社

実施日：平成２９年１０月２８日（土）
添乗員同行

写真・イラストはすべてイメージです

【二神島】

【釣島】
釣島灯台

【フォトラリーとは？】
地図をもとに、時間内にチェックポイント
を回り、得点を集めるゲームです。
チェックポイントで見本と同じ写真を撮
影します。チェックポイントに設定された
数字がそのまま得点となります。

●Ａコース…歩きでフォトラリーを楽しみ、高得点を取って島の特産物が貰えるかも?
●Ｂコース…ご自身の自転車で、二神島のサイクリングを楽しみたい!

（Ｂコース参加の方は、自転車航送料金100円を別途いただきます。）

・料金に含まれるもの：乗船代（自転車航送料別）＋昼食（しまめし弁当!!）
・募集人数：１５０名（最少催行人員70名）

ご参加を希望する方は、石崎汽船 ℡089－951－0128 まで、お申込ください。
Ａコース参加希望の方は、必ずデジタルカメラもしくはスマートフォン等をご持参ください。
Ｂコース参加希望の方は、ご自身の自転車でご参加してください。

事故等による任意保険はご自身で加入することをおすすめします。
※カメラ・スマートフォン・自転車等の破損、故障は、弊社・当協会では責任持ちません。ご了承ください。



【旅行企画・実施】
お問い合わせ、お申込みは、

釣島
（つるしま）

二神島
（ふたがみじま）

釣島(つるしま)とは
周囲約2.6キロメートルのひょう
たんのような形が愛らしい島で、
愛媛県で最初に建設された灯
台があります。

島の大部分を占める傾斜地
は、みかん、いよかん、レモンな
どの絶好の耕地となっていて、
整備された農道からは瀬戸内
そのものの青い海と島々が見
渡せます。
2017年6月、「ふたりの未来
を見つめる場所」とし、ロマンス
の聖地として再価値化する恋
する灯台プロジェクトで、釣島灯
台が「恋する灯台」に選ばれま
した。全国で30カ所、愛媛県内
では2カ所目、松山市内（26カ
所）では初めての認定です。

二神島(ふたがみじま)とは
東西に細長く、島の北岸に集落が密集しています。
昭和47年（1972年）世界的権威を持つ地理雑誌「ナショナ
ル・ジオグラフィックマガジン5月号」に二神島が26ページにわ
たって紹介されました。その後、アメリカの高校の世界地理の
教科書にも掲載されています。
近代化されず、日本古来の美しさを残したパラダイスの島とし
て紹介され、雄大な自然や、古くから伝わる文化がそのまま残
された観光スポットが各所に散りばめられています。柑橘栽培
の他、上質な海産物の宝庫と言われています。

二神島にある「ビャクシン」は、愛媛県内でこれだけの
群落を形成してるのは珍しく、昭和29年11月24日に
県の天然記念物に指定されました。
岩山に数十本のビャクシン(イブキ)が群生していて、
根回り5ｍ・樹高約21ｍ・推定樹齢300年をこえる大木
をはじめ、1ｍ程度のもの数十本が自生しており、見
ごたえがあります

中身は何かな？？


